
 

 

 

すべての子供が幸せになる学校 

校長 森田 康之 

先週の土曜授業参観並びに、道徳授業地区公開講座には、589名の保護者の参加がありました。 

ありがとうございました。 

子供たちは、保護者のみなさんが学校にきてくれるだけで・自分のことを見てくれていると感じるだけ

で、エネルギーが湧いてくるのだと感じました。 

 

さて、保護者のみなさまには、令和 6 年度 学校評価（保護者）アンケートにご協力いただき、ありがとう

ございました。この評価を真摯に受け止め、校内で分析・改善を図るとともに、学校運営協議会のみなさま

にもご指導ご助言をいただきながら、今後の学校教育活動に生かしていきます。 

前期ならびに後期の集計結果をお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

  前 期 後 期 

１ お子さんは、楽しく学校に通っていると思いますか。 ９４．４ ９６．４ 

２ お子さんは、基本的な生活習慣やあいさつ、正しい言葉づかいなどが身に付いていると思いま

すか。 
８４．５ ９１．６ 

３ お子さんは、忘れ物をせず、持ち物の整理ができていると思いますか。 ６２．３ ６７．４ 

４ お子さんは、基礎的な学力が身に付いていると思いますか。 ８６．４ ８９．７ 

５ お子さんは、宿題に取り組んでいると思いますか。 ９１．８ ９６．２ 

６ お子さんは、安全に気を付けて生活していると思いますか。 ９４．４ ９１．７ 

７ お子さんは、分からないことを聞いたり調べたり、自分から学習に取り組んでいると思います

か。 
６７．１ ７１．７ 

８ お子さんは、運動や外遊びをしていると思いますか。 ８０．５ ７４．５ 

９ お子さんは、手洗いをしたり、食生活に気を付けたりするなど、健康に関心をもっていると思い

ますか。 
７６．７ ７９．７ 

１０ お子さんは、たてわり班活動や各行事を楽しみ、自分の成長や変容を実感していると思います

か。 
７６．８ ８８．４ 

１１ 教員は、子供に分かりやすい授業をしていると思いますか。 ８７．１ ９１．６ 

調査期間：前期   ６月２４日～ ７月１８日 

     後期  １１月３０日～１２月２３日 

調査対象：大松台小学校保護者【回答率：前期６５％・後期６２％】 

「よくあてはまる」「ややあてはまる」「あまりあてはまらない」「あてはまらない」「わからない・保留する」のうち、 

「よくあてはまる」と「ややあてはまる」を肯定率としています。 
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１２ 教職員は、保護者や子供の連絡や相談に、丁寧に対応していると思いますか。 ８８．２ ９５．３ 

１３ 学校は、児童の人権意識向上に努め、いじめがあった場合には適切に対応していると思います

か。 
７０．６ ６４．６ 

１４ 学校は、学校だよりや学年だより、ホームページ、メール配信などで教育活動の情報の発信をし

ていると思いますか。 
９８．０ ９８．２ 

１５ 学校は、省エネ・リサイクル、体験授業等でＳＤＧｓを意識した環境教育を進めていると思います

か。 
６４．９ ６２．０ 

１６ 学校は、保護者組織や地域と連携し、教育活動を進めていると思いますか。 ８４．５ ９０．４ 

 

 16の質問のうち、12項目で肯定率が上がりました。前期でも肯定率の高かった、「１ お子さんは、楽しく

学校に通っていると思いますか」「２ お子さんは、基本的な生活習慣やあいさつ、正しい言葉づかいなどが

身に付いていると思いますか」「４ お子さんは、基礎的な学力が身に付いていると思いますか」「５ お子さ

んは、宿題に取り組んでいると思いますか」「１１ 教員は、子供に分かりやすい授業をしていると思います

か」「１２ 教職員は、保護者や子供の連絡や相談に、丁寧に対応していると思いますか」「１４ 学校は、学校

だよりや学年便り、ホームページ、メール配信などで教育活動の情報の発信をしていると思いますか」「１６ 

学校は、保護者組織や地域と連携し、教育活動を進めていると思いますか」も、わずかですが肯定率が上が

り、日頃の教職員の努力とご家庭でのあたたかい励ましの成果と、嬉しく思っています。 

 前期より肯定率が下がった4項目について考察すると、「６ お子さんは、安全に気を付けて生活している

と思いますか」は、時間の経過と子供たちの成長とともに、行動範囲が広がったり、自転車で出かける機会

が増えたりしたことに起因するものと考えています。引き続き安全指導については機会を捉えて指導を続

けていきます。「８ お子さんは、運動や外遊びをしていると思いますか」は、アンケートを実施した時期にも

関係があるのではないかと考えています。夏の日が長い時期と冬の日の短い時期では、子供たちの外での

行動も大きく違います。ただ、冬の時期でも縄跳び週間やクラス遊びの時間などを設けることで、校庭では

元気に活動している姿も多く見られます。「１３ 学校は、児童の人権意識向上に努め、いじめのあった場合

には適切に対応していると思いますか」は、『わからない・保留する』と回答された方が３２．５％であり、学

校の人権意識向上の取組やいじめ防止の学習の取組について発信していく必要があると考えています。同

様に、「１５ 学校は、省エネ・リサイクル、体験授業等で SDGｓを意識した環境教育を進めていると思います

か」についても、総合的な学習の時間や生活科で取り組んでいる学習についての発信の必要を感じていま

す。 

 以上のアンケート結果を踏まえ、これからも子供たちが学校・教室を安全・安心と思えるよう日々子供たち

に寄り添うとともに、学ぶことの楽しさを味わえるよう授業改善に取り組んでいきます。 

 引き続き、保護者・地域・学校が子供を中心に置いて協働していけるよう、教育活動に取り組んでいきます。 

 


